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催
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○
青
年
会
入
会
の
お
誘
い

　

年
齢
45
歳
以
下
の
方
で
、
会
員
の
友
人
、
会
員
の
御
子
息
の
方

な
ど
若
い
方
で
、
お
知
り
合
い
の
方
が
い
ら
れ
ま
し
た
ら
積
極
的

に
ご
勧
誘
下
さ
い
。
青
年
会
の
会
費
は
月
1
、
0
0
0
円
で
す

事
務
局
便
り

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
4
月
25
日
（
月
）
午
後
6
時
か
ら
7
時
40
分

■ 

会
　
場
　
厚
木
商
工
会
議
所
　
5
階
大
会
議
室

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
4
月
21
日
（
木
）
午
後
11
時
か
ら
11
時
30
分

■ 

場
　
所
　
黒
岩
祐
治
事
務
所

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
6
月
20
日
（
月
）
午
後
6
時
30
分
よ
り

■ 

場
　
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

（
旧
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
）

今
年
の
総
会
は
、
去
る
4
月
25
日
（
月
）
に
、
厚

木
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
出
席

者
は
53
名
で
、
委
任
状
39
通
を
合
わ
せ
て
92
名
の
参

加
が
認
め
ら
れ
、
規
約
第
23
条
の
定
め
に
よ
り
、
会

員
総
数
の
過
半
数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
は
成

立
し
ま
し
た
。

総
会
開
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
を
悼
み
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
、
相
模
川
の
景
観
づ
く
り
と
し
て
の
発
表

が
、
県
央
湘
南
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
委
員
会
の
増
田
健
治

委
員
長
と
安
藤
通
子
副
委
員
長
か
ら
あ
り
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
中
身
で
参
加
者
の

理
解
を
得
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

総
合
司
会
は
、
総
務
委
員
会
幹
事
の
井　

寛
明
氏

が
担
当
し
、
金　

知
出
副
会
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
大
泉
政
治
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、つ
づ
い
て
長
塚
幾
子
伊
勢
原
市
長
の
挨
拶
、

堀
江
則
之
県
会
議
員
と
髙
山
松
太
郎
県
会
議
員
の
挨

拶
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
常
良
厚
木
市
長
と

後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
は
、公
務
で
遅
れ
た
関
係
で
、

あ
と
か
ら
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
議
長
は
規
約
に
則
り
、
大
泉
会
長
が
務
め
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
第
1
号
議
案

か
ら
第
6
号
議
案
ま
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
の
詳
細
は
「
総
会
議
案
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書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
今
年
は
各
委
員
会
の
活
動

報
告
・
活
動
計
画
は
各
委
員
長
が
発
表
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
6
名
の
委
員
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

総
会
の
締
め
く
く
り
は
、
福
森　

登
副
会
長
の
閉
会

宣
言
に
よ
り
無
事
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

議 

案 

内 

容 

第
1
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
（
各
委
員
会
委
員
長
が
報
告
）

第
2
号
議
案　

平
成
22
年
度
収
支
決
算
報
告

な
ら
び
に
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　
（
坂
上
富
子
会
計
担
当
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
垣
公
雄
監
査
）

第
3
号
議
案　

規
約
改
訂
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
本
田
久
米
子
理
事
）

第
4
号
議
案　

役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
瀬
戸　

誠
理
事
）

第
5
号
議
案　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
各
委
員
会
委
員
長
）

第
6
号
議
案　

平
成
23
年
度
収
支
予
算
（
案
）

承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
坂
上
富
子
会
計
理
事
）

4
月
10
日
の
選
挙
で
、
神
奈
川
県
知
事
に
当
選
し

た
ば
か
り
の
黒
岩
祐
治
新
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
、
大
泉
政
治
会
長
、
北
村
正
敏
幹
事

長
、
久
保
田
英
賢
理
事
、
福
島
梧
郎
事
務
局
長
の
4

名
で
す
。
ま
だ
事
務
所
は
選
挙
用
に
使
っ
た
ま
ま
の

よ
う
で
、
雑
然
と
し
た
感
じ
で
し
た
が
、
黒
岩
知
事

と
秘
書
の
山
崎
賢
吉
氏
が
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら

ず
非
常
に
好
意
的
な
応
対
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
30
分
間
で
し
た
が
、
知
事
持
論
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
に
関
し
て
は
、「
ソ
ー
ラ
ー
都
市　

県

央
を
！
﹈
と
い
う
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
、
街
づ
く
り

の
本
質
論
と
し
て
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
論
」
を
展
開
す
る

な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
会
合
に
な
り
ま
し
た
。

黒
岩
新
知
事
を
お
招
き
し
て
知
事
就
任
後
、
県
央
地
区
で
は
初

め
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
4
月
に
大

泉
会
長
と
北
村
幹
事
長
、
久
保
田
理
事
、
福
島
事
務
局
長
が
黒
岩

知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に
、
ソ
ー
ラ
ー
都
市
構
想
の
お
話
が
あ

り
、
是
非
、
県
央
経
営
者
会
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
中
で
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
計
画
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
課
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
広
大
な
面
積

を
必
要
と
す
る
ソ
ー
ラ
ー
計
画
で
す
が
、
県
央
地
区
に
は
ま
だ
ま

だ
適
し
た
用
地
が
あ
り
ま
す
し
、
厚
木
市
に
は
昭
和
シ
ェ
ル
の
ソ
ー

ラ
ー
研
究
所
が
あ
り
、
ソ
ー
ラ
ー
都
市
県
央
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
関
す
る
神
奈
川
県
の
取

り
組
み
や
ソ
ー
ラ
ー
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
助
成
金
制

度
の
展
開
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

ま
た
講
演
会
終
了

後
、
黒
岩
知
事
と
の

名
刺
交
換
及
び
、
懇

親
会
を
開
催
致
し

ま
す
。（
会
員
の
み
）

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

公
開
例
会
案
内

黒
岩
新
知
事
が
語
る

　
ソ
ー
ラ
ー
都
市
県
央
構
想
。

相模川景観づくりプレゼンテーション

懇親会

入場無料
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1
．
総
務
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
金
　
知
出
、副
委
員
長
　
瀬
戸
　
誠
、幹
事
　
井
　
寛
明
）

①
総
会
の
ほ
か
例
会
を
年
間
4
回
開
催
し
ま
す
。

②
理
事
会
は
年
間
11
回
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

③
予
算
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　2
．
会
員
増
強
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
竹
村
　
和
子
、副
委
員
長
兼
幹
事
　
金
澤
　
平
）

①
会
員
数
2
0
0
名
（
正
会
員
）
を
達
成
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

②
青
年
会
の
会
員
増
を
め
ざ
し
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し

て
推
進
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

3
．
親
睦
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
中
村
　
幹
夫
、
副
委
員
長
　
横
手
　
久
枝
、

幹
事
　
野
上
　
元
）

会
員
の
皆
様
が
喜
ん
で
参
加
で
き
る
、
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
親
睦
の
会
を
開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
事
と
し
て
は
、
懇
親
旅
行
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
、
お
花
見

大
会
、
花
火
見
物
等
が
あ
り
ま
す
が
、
各
地
の
お
祭
り
や
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
・
協
賛
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
吉
村
　
保
典
、
副
委
員
長
　
飯
田
　
隆
三
、
長
谷
川

　
康
幸
、
幹
事
　
霜
島
　
篤
、
柏
木
　
貞
俊
、
築
城
　
忠
生
）

　
　
今
年
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
号
の
小
田
原
駅
停
車
本
数
の
増
加
を

目
指
す

②
小
田
急
急
行
に
「
グ
リ
ー
ン
車
」
を
つ
け
る

　

上
記
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
、
県
央
地
域
の
各
市
の
行

政
に
働
き
か
け
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
実
施
へ
の
道
筋
を

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
鉄
・
Ｊ
Ｒ
・
道
路
網
の
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
立
て
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
青
年

会
の
若
い
力
を
こ
の
委
員
会
に
結
集
し
、
将
来
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
か
検
討
し
ま
す
。

5
．
県
央
湘
南
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
構
想
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
増
田
　
健
治
、
副
委
員
長
　
高
田
　
喜
八
、
石
垣

　
公
雄
、
安
藤
　
通
子
、
安
斎
　
勝
幸
、
幹
事
　
土
屋
　
義
行
）

　
　
今
年
は
、
以
下
の
3
項
目
に
つ
い
て
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
県
央
湘
南
未
来
都
市
構
想
を
絵
に
描
け
る
よ
う
に
す
る

②
河
川
の
景
観
向
上
活
動
の
推
進

③
環
境
都
市
県
央
地
区
の
推
進

　

①
は
、「
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
た
ア
イ
デ
ア
を
、

ど
の
よ
う
に
こ
の
構
想
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
か

を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
構
想
を
具
体
的
な
絵
と
し
て
描

け
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
②
は
、「
相
模
川
景
観
づ
く
り

推
進
会
」
の
取
組
み
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
先

を
見
据
え
た
相
模
川
の
未
来
像
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
は
、
黒
岩
知
事
の
提
唱
す
る
太
陽
光
発
電
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
に
し
た
環
境
都
市
を
目
指
す
運
動
を
、
県

央
経
営
者
会
が
県
と
協
力
し
て
推
進
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
等
を
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

6
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
末
澤
　
広
子
、
副
委
員
長
兼
幹
事
　
田
口
　
幸
一
）

①
会
員
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
、
具
体
的
な
目
に
見
え
る

効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
例
会
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
目

指
し
ま
す
。

②
地
域
経
済
活
性
化
へ
、
業
種
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組

み
を
実
現
す
る
た
め
、
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
し
ま
す
。

③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の
具
体
化
に
伴
い
、
会
員
企
業
が
参

入
・
検
討
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

④
新
規
検
討
課
題
と
し
て
、今
総
会
で
決
定
し
た「
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
事
業
の
検
討
」
を
進
め
、
会
員
会
社
の
参
入
の
た

め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
年
の｢

新
春
の
つ
ど
い｣

は
、
80
名
の
出
席
予
定

で
し
た
が
、
会
場
の
席
が
足
り
な
く
な
る
程
の
大
盛
況

で
約
1
0
0
名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
青

年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
大
い
に
頑
張
っ
て
知
り
合
い
を
大

勢
連
れ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合
司
会
は
、
霜
島　

篤
幹
事
が
担
当
し
、｢

創
立

5
周
年｣

を
記
念
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
流
れ
て
開
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
大
泉
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
招
待
者

を
代
表
し
て
後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
の
挨
拶
と
、
前
日

の
厚
木
市
長
選
で
当
選
し
た
小
林
常
良
新
市
長
に
、
ま

だ
選
挙
の
興
奮
が
残
る
、
市
長
選
の
勝
利
の
弁
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
新
会
員
の
紹
介
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
懇
親
会

が
中
村
幹
夫
親
睦
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
、
堀
江
則
之
県
会
議
員
に
お

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
2
月
7
日
（
月
）
午
後
6
〜
8
時
30
分

■ 

会
　
場
　
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
　
3
階
相
模
の
間

願
い
し
、
新
年
の
賀
詞
交
換
が
満
杯
の
テ
ー
ブ
ル

で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
場
を
盛

り
上
げ
た
の
は
、
霜
島
幹
事
の
紹
介
で
本
日
初
舞

台
と
な
っ
た
、〝
り
っ
か
☆
り
ぃ
な
〞
の
お
二
人
で
、

懐
か
し
い
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
歌
か
ら
自
分
た
ち

の
持
ち
歌
ま
で
、
ま
だ
新
人
と
は
思
え
な
い
堂
々

の
初
演
で
し
た
。
続
い
て
毎
年
恒
例
に
な
っ
た「
新

春
大
福
引
き
大
会
」
を
青
年
会
の
皆
さ
ん
の
進
行

で
、
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
皆
さ
ん
が
景
品
を
2

つ
ず
つ
も
ら
っ
た
よ
う
で
、
最
後
に
は
大
泉
会
長

の
特
別
賞
を
、全
員
の
勝
ち
抜
き
戦
に
よ
り
行
い
、

ゲ
ッ
ト
し
た
幸
運
な
方
が
2
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
締
め
は
、
橘　

秀
徳
衆
議
院
議
員
に
お

願
い
し
、
無
事
に
第
30
回
記
念
例
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

県
央
経
営
者
会
第
30
回
記
念
例
会｢

新
春
の
つ
ど
い｣
開
催
さ
れ
る 

県
央
経
営
者
会 

平
成
23
年
度
委
員
会
活
動
計
画

県
央
経
営
者
会

県
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者
会

県
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者
会

県
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会

県
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営
者
会

県
央
経
営
者
会

県
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営
者
会

県
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会
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成
平
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平
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2323232323
年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
委
員
会
活
動
計
画

年
度
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員
会
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小林常良厚木市長

司会　霜島幹事

大泉会長挨拶

後藤祐一衆議院議員

懇親会場

青年会メンバー

恒例の新春大福引き大会　会長賞
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1
．
総
務
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
金
　
知
出
、副
委
員
長
　
瀬
戸
　
誠
、幹
事
　
井
　
寛
明
）

①
総
会
の
ほ
か
例
会
を
年
間
4
回
開
催
し
ま
す
。

②
理
事
会
は
年
間
11
回
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

③
予
算
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　2
．
会
員
増
強
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
竹
村
　
和
子
、副
委
員
長
兼
幹
事
　
金
澤
　
平
）

①
会
員
数
2
0
0
名
（
正
会
員
）
を
達
成
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

②
青
年
会
の
会
員
増
を
め
ざ
し
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し

て
推
進
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

3
．
親
睦
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
中
村
　
幹
夫
、
副
委
員
長
　
横
手
　
久
枝
、

幹
事
　
野
上
　
元
）

会
員
の
皆
様
が
喜
ん
で
参
加
で
き
る
、
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
親
睦
の
会
を
開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
事
と
し
て
は
、
懇
親
旅
行
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
、
お
花
見

大
会
、
花
火
見
物
等
が
あ
り
ま
す
が
、
各
地
の
お
祭
り
や
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
・
協
賛
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
吉
村
　
保
典
、
副
委
員
長
　
飯
田
　
隆
三
、
長
谷
川

　
康
幸
、
幹
事
　
霜
島
　
篤
、
柏
木
　
貞
俊
、
築
城
　
忠
生
）

　
　
今
年
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
号
の
小
田
原
駅
停
車
本
数
の
増
加
を

目
指
す

②
小
田
急
急
行
に
「
グ
リ
ー
ン
車
」
を
つ
け
る

　

上
記
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
、
県
央
地
域
の
各
市
の
行

政
に
働
き
か
け
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
実
施
へ
の
道
筋
を

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
鉄
・
Ｊ
Ｒ
・
道
路
網
の
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
立
て
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
青
年

会
の
若
い
力
を
こ
の
委
員
会
に
結
集
し
、
将
来
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
か
検
討
し
ま
す
。

5
．
県
央
湘
南
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
構
想
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
増
田
　
健
治
、
副
委
員
長
　
高
田
　
喜
八
、
石
垣

　
公
雄
、
安
藤
　
通
子
、
安
斎
　
勝
幸
、
幹
事
　
土
屋
　
義
行
）

　
　
今
年
は
、
以
下
の
3
項
目
に
つ
い
て
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
県
央
湘
南
未
来
都
市
構
想
を
絵
に
描
け
る
よ
う
に
す
る

②
河
川
の
景
観
向
上
活
動
の
推
進

③
環
境
都
市
県
央
地
区
の
推
進

　

①
は
、「
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
た
ア
イ
デ
ア
を
、

ど
の
よ
う
に
こ
の
構
想
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
か

を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
構
想
を
具
体
的
な
絵
と
し
て
描

け
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
②
は
、「
相
模
川
景
観
づ
く
り

推
進
会
」
の
取
組
み
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
先

を
見
据
え
た
相
模
川
の
未
来
像
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
は
、
黒
岩
知
事
の
提
唱
す
る
太
陽
光
発
電
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
に
し
た
環
境
都
市
を
目
指
す
運
動
を
、
県

央
経
営
者
会
が
県
と
協
力
し
て
推
進
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
等
を
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

6
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
検
討
委
員
会

　
　（
委
員
長
　
末
澤
　
広
子
、
副
委
員
長
兼
幹
事
　
田
口
　
幸
一
）

①
会
員
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
、
具
体
的
な
目
に
見
え
る

効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
例
会
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
目

指
し
ま
す
。

②
地
域
経
済
活
性
化
へ
、
業
種
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組

み
を
実
現
す
る
た
め
、
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
し
ま
す
。

③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の
具
体
化
に
伴
い
、
会
員
企
業
が
参

入
・
検
討
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

④
新
規
検
討
課
題
と
し
て
、今
総
会
で
決
定
し
た「
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
事
業
の
検
討
」
を
進
め
、
会
員
会
社
の
参
入
の
た

め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
年
の｢

新
春
の
つ
ど
い｣

は
、
80
名
の
出
席
予
定

で
し
た
が
、
会
場
の
席
が
足
り
な
く
な
る
程
の
大
盛
況

で
約
1
0
0
名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
青

年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
大
い
に
頑
張
っ
て
知
り
合
い
を
大

勢
連
れ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合
司
会
は
、
霜
島　

篤
幹
事
が
担
当
し
、｢

創
立

5
周
年｣

を
記
念
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
流
れ
て
開
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
大
泉
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
招
待
者

を
代
表
し
て
後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
の
挨
拶
と
、
前
日

の
厚
木
市
長
選
で
当
選
し
た
小
林
常
良
新
市
長
に
、
ま

だ
選
挙
の
興
奮
が
残
る
、
市
長
選
の
勝
利
の
弁
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
新
会
員
の
紹
介
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
懇
親
会

が
中
村
幹
夫
親
睦
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
始
と
な
り

ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
、
堀
江
則
之
県
会
議
員
に
お

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
2
月
7
日
（
月
）
午
後
6
〜
8
時
30
分

■ 

会
　
場
　
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
　
3
階
相
模
の
間

願
い
し
、
新
年
の
賀
詞
交
換
が
満
杯
の
テ
ー
ブ
ル

で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
場
を
盛

り
上
げ
た
の
は
、
霜
島
幹
事
の
紹
介
で
本
日
初
舞

台
と
な
っ
た
、〝
り
っ
か
☆
り
ぃ
な
〞
の
お
二
人
で
、

懐
か
し
い
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
歌
か
ら
自
分
た
ち

の
持
ち
歌
ま
で
、
ま
だ
新
人
と
は
思
え
な
い
堂
々

の
初
演
で
し
た
。
続
い
て
毎
年
恒
例
に
な
っ
た「
新

春
大
福
引
き
大
会
」
を
青
年
会
の
皆
さ
ん
の
進
行

で
、
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
皆
さ
ん
が
景
品
を
2

つ
ず
つ
も
ら
っ
た
よ
う
で
、
最
後
に
は
大
泉
会
長

の
特
別
賞
を
、全
員
の
勝
ち
抜
き
戦
に
よ
り
行
い
、

ゲ
ッ
ト
し
た
幸
運
な
方
が
2
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
締
め
は
、
橘　

秀
徳
衆
議
院
議
員
に
お

願
い
し
、
無
事
に
第
30
回
記
念
例
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

県
央
経
営
者
会
第
30
回
記
念
例
会｢

新
春
の
つ
ど
い｣

開
催
さ
れ
る 
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県
央
経
営
者
会
総
会
開
催
さ
れ
る
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○
青
年
会
入
会
の
お
誘
い

　

年
齢
45
歳
以
下
の
方
で
、
会
員
の
友
人
、
会
員
の
御
子
息
の
方

な
ど
若
い
方
で
、
お
知
り
合
い
の
方
が
い
ら
れ
ま
し
た
ら
積
極
的

に
ご
勧
誘
下
さ
い
。
青
年
会
の
会
費
は
月
1
、
0
0
0
円
で
す

事
務
局
便
り

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
4
月
25
日
（
月
）
午
後
6
時
か
ら
7
時
40
分

■ 

会
　
場
　
厚
木
商
工
会
議
所
　
5
階
大
会
議
室

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
4
月
21
日
（
木
）
午
後
11
時
か
ら
11
時
30
分

■ 

場
　
所
　
黒
岩
祐
治
事
務
所

■ 

日
　
時
　
平
成
23
年
6
月
20
日
（
月
）
午
後
6
時
30
分
よ
り

■ 

場
　
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

（
旧
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
）

今
年
の
総
会
は
、
去
る
4
月
25
日
（
月
）
に
、
厚

木
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
出
席

者
は
53
名
で
、
委
任
状
39
通
を
合
わ
せ
て
92
名
の
参

加
が
認
め
ら
れ
、
規
約
第
23
条
の
定
め
に
よ
り
、
会

員
総
数
の
過
半
数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
は
成

立
し
ま
し
た
。

総
会
開
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
を
悼
み
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
、
相
模
川
の
景
観
づ
く
り
と
し
て
の
発
表

が
、
県
央
湘
南
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
委
員
会
の
増
田
健
治

委
員
長
と
安
藤
通
子
副
委
員
長
か
ら
あ
り
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
中
身
で
参
加
者
の

理
解
を
得
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

総
合
司
会
は
、
総
務
委
員
会
幹
事
の
井　

寛
明
氏

が
担
当
し
、
金　

知
出
副
会
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
大
泉
政
治
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、つ
づ
い
て
長
塚
幾
子
伊
勢
原
市
長
の
挨
拶
、

堀
江
則
之
県
会
議
員
と
髙
山
松
太
郎
県
会
議
員
の
挨

拶
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
常
良
厚
木
市
長
と

後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
は
、公
務
で
遅
れ
た
関
係
で
、

あ
と
か
ら
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
議
長
は
規
約
に
則
り
、
大
泉
会
長
が
務
め
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
第
1
号
議
案

か
ら
第
6
号
議
案
ま
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
の
詳
細
は
「
総
会
議
案

会社紹介掲示板 会社紹介会社紹介
この掲示板では会員の方の会社を紹介しております。会社
案内、イベント案内など何でも掲載OKですので、是非、
あなたの会社もPRしてみてはいかがでしょうか！。掲載
無料ですので、ご希望の方は事務局までご連絡ください。

会員の会員の会員の

無限の愛　甦る心の灯

メイサムホールでは
下記の施設を運営しています。

高齢者の介護を通して、人を大事にし、
地域に開かれた施設を目指しています。

〒243-0035　厚木市愛甲 2208-1
TEL 046-220-1165　FAX 046-220-0641
URL　http://care-net.biz/14/meisamu/
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書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
今
年
は
各
委
員
会
の
活
動

報
告
・
活
動
計
画
は
各
委
員
長
が
発
表
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
6
名
の
委
員
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

総
会
の
締
め
く
く
り
は
、
福
森　

登
副
会
長
の
閉
会

宣
言
に
よ
り
無
事
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

議 

案 

内 

容 

第
1
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
（
各
委
員
会
委
員
長
が
報
告
）

第
2
号
議
案　

平
成
22
年
度
収
支
決
算
報
告

な
ら
び
に
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　
（
坂
上
富
子
会
計
担
当
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
垣
公
雄
監
査
）

第
3
号
議
案　

規
約
改
訂
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
本
田
久
米
子
理
事
）

第
4
号
議
案　

役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
瀬
戸　

誠
理
事
）

第
5
号
議
案　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
各
委
員
会
委
員
長
）

第
6
号
議
案　

平
成
23
年
度
収
支
予
算
（
案
）

承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
坂
上
富
子
会
計
理
事
）

4
月
10
日
の
選
挙
で
、
神
奈
川
県
知
事
に
当
選
し

た
ば
か
り
の
黒
岩
祐
治
新
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
、
大
泉
政
治
会
長
、
北
村
正
敏
幹
事

長
、
久
保
田
英
賢
理
事
、
福
島
梧
郎
事
務
局
長
の
4

名
で
す
。
ま
だ
事
務
所
は
選
挙
用
に
使
っ
た
ま
ま
の

よ
う
で
、
雑
然
と
し
た
感
じ
で
し
た
が
、
黒
岩
知
事

と
秘
書
の
山
崎
賢
吉
氏
が
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら

ず
非
常
に
好
意
的
な
応
対
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
30
分
間
で
し
た
が
、
知
事
持
論
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
に
関
し
て
は
、「
ソ
ー
ラ
ー
都
市　

県

央
を
！
﹈
と
い
う
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
、
街
づ
く
り

の
本
質
論
と
し
て
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
論
」
を
展
開
す
る

な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
会
合
に
な
り
ま
し
た
。

黒
岩
新
知
事
を
お
招
き
し
て
知
事
就
任
後
、
県
央
地
区
で
は
初

め
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
4
月
に
大

泉
会
長
と
北
村
幹
事
長
、
久
保
田
理
事
、
福
島
事
務
局
長
が
黒
岩

知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に
、
ソ
ー
ラ
ー
都
市
構
想
の
お
話
が
あ

り
、
是
非
、
県
央
経
営
者
会
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
中
で
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
計
画
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
課
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
広
大
な
面
積

を
必
要
と
す
る
ソ
ー
ラ
ー
計
画
で
す
が
、
県
央
地
区
に
は
ま
だ
ま

だ
適
し
た
用
地
が
あ
り
ま
す
し
、
厚
木
市
に
は
昭
和
シ
ェ
ル
の
ソ
ー

ラ
ー
研
究
所
が
あ
り
、
ソ
ー
ラ
ー
都
市
県
央
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
関
す
る
神
奈
川
県
の
取

り
組
み
や
ソ
ー
ラ
ー
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
助
成
金
制

度
の
展
開
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

ま
た
講
演
会
終
了

後
、
黒
岩
知
事
と
の

名
刺
交
換
及
び
、
懇

親
会
を
開
催
致
し

ま
す
。（
会
員
の
み
）

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

黒
岩
祐
治
新
知
事
訪
問

公
開
例
会
案
内

黒
岩
新
知
事
が
語
る

　
ソ
ー
ラ
ー
都
市
県
央
構
想
。

相模川景観づくりプレゼンテーション

懇親会

入場無料




